
    

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

  

 

 

 
 

 

  

  

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                            NO.５７ 

                                  ７月号 
平成２４年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）

 

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 

市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  

〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  

TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 

http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

 
 学校図書館年間利用計画の一覧が完成しました。各学校の図書利用の状況が、月ごとに教科・単元別
にまとめて一覧になっています。教育センターのホームページにアップされておりますので、ネットワ
ークを利用して図書を集める際にご活用ください。 

お知らせ 

 ６月１２日に学校医図書館支援センター事業の事業委員及び協力校の方々を交えて、第１回の合同

会議を行いました。 
 今年度で８回目となる文部科学省の研究委託を受け、学校図書館支援センターの年間計画と各協力

校の研究計画について確認しました。 
 協力校では、授業研究だけでなく「組織」としての新たな取り組みを行う予定です。 
 大洲小学校では、司書教諭と学校図書館員との連携の在り方につい 
て及び司書教諭の授業時数等についても研究を進めます。 
 第七中学校では、昨年まで積み上げてきた授業のノウハウを、異動 
してきた教職員にも有効活用できるようにするための方法について研 
研究を進めます。 
 これらの実践は、支援センター通信やネットワーク会議を通して 
紹介していきますので、各学校で取り組みの参考にしてください。 

 ６月２２、２６日に、研究協力校による今年度最初の授業研究会が行われました。 
 ６年生は、「日本語のひびきを味わう『春はあけぼの』」を展開しました。学習のまとめとして、「随

筆を書こう～６年２組エッセイ大賞を決めよう」を設定し、全員が随筆を書いてお互いに見せ合いな

がら、作品を完成させました。ネットワークを使って、「随筆」の書かれた図書を集めましたが、随

筆を書き始める際の手本としてなかなか適当な作品が見つからず、６年生の担任が自ら随筆を書いて

子どもたちに渡したそうです。集めた図書は、授業後の発展として活用されます。 
    ２年生は、昨年に引き続き「昔話を読む『いなばのしろうさぎ』」

   の学習から、神話・民話・昔話について調べ、発表しました。 
事前の授業で「市川民話の会」を招いて「語り」の仕方を学び、

当日は、子どもたちが「語り部」となって発表する場面もありまし

た。子どもたちが生き生きと発表する姿に、学校図書館を活用した

学習を通して身につけた知識を発信していく力が育っていること

を              を感じました。 

研究協力校 授業研究会 大洲小学校 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

 ６月１３日（水）に学校司書の太田和順子さんをお招きして「読書指導の楽しみ」と題した学校図

書館員研修会が行われました。 
 市川市の読書教育の歴史に始まり、自校での図書の時間の取り組みや読書指導の具体例など、ご自

身の経験に基づいたお話をしてくださいました。 
 先生方と図書館職員を繋ぐ「図書館連絡カード」の利用や、調べ学習への対応の仕方、アニマシオ

ンの具体例、物語に出てくるメニューを実際の給食に出す「おはなし給食」などは、どの学校でも取

り組むことが出来るのではないかと思います。 
 また「おすすめの図書」では、図書リストを見ながら実際の図書を手にする事ができ、図書購入の

際の参考になったのではないでしょうか。 
 最後に、「私たちは、図書について豊富な知識を持った専門家である。」とおっしゃったのが、とて

も印象的でした。図書の専門家である学校司書・学校図書館員と授業の専門家である先生方が力を合

わせて、今後も学校図書館の活用を推進していただきたいと願っております。 

図書委員会の活動を紹介します。  
 福栄中の図書委員会は、日頃から積極的に活動しています。 
日々の日直活動の中から多くのアイディアが生まれ、それらが、 
次々と形になっていきます。 
 日直は三学年混合でチームを込んで行いますが、上級生と下 
級生の関係がとても良く、楽しく委員会活動を行っています。 
 月一回発行する「図書委員会新聞」は、各学年で紙面を分担 
して作成しています。 
 今年度最初の活動は「朝読書おすすめの一冊の帯作り」です。全員で取り組み、全校に紹介しました。 
                ５月は、各学年の廊下に金環日食にちなんで、宇宙に関する書物を 
               紹介した掲示物を作成しました。 
                現在は、今年から始める学級文庫の準備と並行して、９月の文化祭

で              で発表する「図書委員開館アンケート調査」に取りかかっています。 
                限られた時間の中で生徒たちは自分たちで作る図書館作りに、楽し

く              く真面目に取り組んでいます。 
                     市川市立福栄中学校 学校図書館員 大野洋子 

生徒が作った帯を付けた

図書が図書館に並びます。

     ↓ 


